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　飼
育
下
で
繁
殖
し
た
ト
キ
を
訓

練
し
、野
生
下
に
放
つ「
放
鳥
」は
、

２
０
０
８
年
に
始
ま
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
に
２
１
５
羽
の
ト
キ
が

新
潟
県
佐
渡
島
で
放
鳥
さ
れ
ま
し

た
。そ
の
中
に
は
出
雲
生
ま
れ
の
ト

キ
も
21
羽
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　２
０
１
２
年
に
は
野
生
下
で
36

年
ぶ
り
と
な
る
ヒ
ナ
が
確
認
さ
れ
、

そ
の
ト
キ
が
繁
殖
可
能
と
な
っ
た

２
０
１
４
年
に
は
野
生
生
ま
れ
の

ト
キ
と
出
雲
生
ま
れ
等
の
放
鳥
ト

キ
と
の
間
に
野
生
３
世
と
な
る
ト

キ
も
生
ま
れ
ま
し
た
。来
年
の
繁

殖
期
に
は
、ま
だ
確
認
さ
れ
て
い
な

い
野
生
生
ま
れ
同
士
の
ト
キ
の
ヒ

ナ
の
誕
生
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　な
お
、放
鳥
さ
れ
た
ト
キ
の
中
に

は
、本
州
へ
飛
ん
で
き
た
ト
キ
も
お

り
、今
年
４
月
に
は
石
川
県
能
登

半
島
に
お
い
て
佐
渡
島
で
放
鳥
し

半
島
に
お
い
て
佐
渡
島
で
放
鳥
し

た
ト
キ
と
、佐
渡
島
で
繁
殖
し
た

ト
キ
が
２
羽
同
時
に
確
認
さ
れ
ま

し
た
。

　ま
た
、今
年
９
月
に
は
初
め
て

出
雲
生
ま
れ
の
ト
キ
の
死
体
が
発

見
さ
れ
ま
し
た
。左
の
表
の
よ
う
に

行
方
不
明
と
な
っ
て
い
る
ト
キ
も

多
く
い
ま
す
。

　次
回
は
、

生
き
も
の
を

育
む
農
法
に

つ
い
て
紹
介

し
ま
す
。

カラヨキ市との相互派遣交流事業では、これまで約３００
人の中高生がお互いの国を訪問しています。
　15回目となる今年は、１０月１５日から２２日まで、カラ
ヨキ市から引率２人、高
校生２人、中学生８人の
訪問団が出雲市を訪れ
ました。子どもたちは、
ホストファミリー宅等へ
滞在し、中学校や高校

おたずね／国際交流室　☎21-6576

今年も友好姉妹都市フィンランド・カラヨキ市から訪問団が来ました。
に通って一緒に授業をうけたり、部活動に参加したり、出
雲のさまざまな文化に触れることができました。
　みなさんは、「出雲は夏のようだ」「山があってすばらし
い」「みんな親切で驚いた」「見たこともない虫がいる」
「食べ物がおいしい」「納豆だけは苦手」など、自然環境や
文化の違いに驚きながらも交流を深めていました。
　こうした活動は、今後ますます国際化が進む中で、多様
な国々の歴史や文化の違いを理解し、国際感覚を身に付な国々の歴史や文化の違いを理解し、国際感覚を身に付
けていくうえで、とても重要なことだと考えています。

第20回

vol.11

神楽の衣装を着て 出雲北陵中学校書道部との交流

放
鳥
ト
キ
の
状
況
に
つ
い
て

放鳥数
生存数
死亡確認
行方不明
・死亡扱い
保護・収容
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放鳥トキの個体数（2015.10.26現在）

（単位：羽）


